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文序

安来市黒井 田町の黒 亀 2号横穴は 日本国有鉄道の複線化工事 に伴い昭和 56

年 11月 に発 見され ,同年 12月 に調査を実施 しま した。今回の発掘調査では

古病理学的 に貴重な資料を得 られるなど,今 後の横穴発掘調査 に一石を投 じる

ものと考え られます。

安来市は遺跡に恵まれ ,現 在約 500ケ 所を数えることができます。 しか し,

本市 において も全国の他市町村の例に洩れず ,開発事業が多発す る状況で あり,

遺 跡の存在条件をやや もす ると危 う くしています。

黒鳥 2号横 穴は特に破損を あま り受 けない状態であったことは,幸で した。

しか し,そ れは横穴のために穴が空いたため容易に発 見出来たのです。そのた

め ,本委員会では ,古代家屋 などのように土中に埋 って しまった遺 跡保護のた

めに,地形 などを手がか りに して分布調査・ 試掘調査を実施 し,事前 に遺 跡の

保護 に努めています。

今回この発掘調査 に関係 し,多 大な協力を得た 日本国有鉄道大阪工事局岡山

工事事務所 ,ま た ,検 出された人骨 について ,精 力的 に調査を していただいた

鳥取大学医学部講師井上貴央氏 ,そ の他協力をいただいた関係者各位 に深 く感

謝の意を表 します。この横穴の調査 も無事終了 し,こ こに黒 亀 2号 横穴の報告

書 を刊行す るものです。

昭和 53年 6月

安来市教育委員会

藤 貞

,

教育長  佐
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I章 調 査 に至 る経 過

昭和 56年 11月 10日 ,島根県安来市黒井田町黒鳥 1787-4に おいて,鉄道複線化事業の路

線拡張部分に横穴が所在することが確認された。そのため,日 本国有鉄道大阪工事局岡山工事事

務所 (以下国鉄とする)は 安来市教育委員会 (以下市教委とする)と 発見された横穴の取 り扱い

について協議を開始 した。市教委は横穴の現状保存について国鉄と協議を実施 したが ,現行程に

おいては不可能との回答があった。これをうけ ,市教委は島根県教育委員会と協議を実施 した。

その指導をうけ,市教委が発掘調査を実施することとなった。

国鉄は,昭和 56年 11月 18日 ,文化庁に対し埋蔵文化財発見通知書 ,続いて埋蔵文化財発

掘通知書を提出した。 これをうけ,市教委は ,昭和 56年 11月 20日 ,文化庁に対 し埋蔵文化

財発掘調査通知書を提出した。

調査は,昭和 56年 11月 30日 より開始され,同年 12月 16日 に無事終了した。

Ⅱ章 立地と歴史的環境

発掘調査された横穴は ,中海に突出する独立丘陵の南端部の西側斜面に所在する。この丘陵は
,

黒ζほ盈こと層号と写裾哲:::種資信1樫 猛:辞テ:

高約 67mの 部分に所在する。

周辺には,今回調査された横穴以外に,島

根県遺跡目録 (島 根県教育委員会 昭和 50

年)によると黒鳥横穴 (No 3 4)が周知の遺

跡とされている。また,昭和 25年 5月 14

日に山本清 現島根大学名誉教授が,現在の

国道 9号線の北側に現存 している横穴につい

て踏査を実施 している。この横穴を山本氏は
①

稲葉 1号横穴 とい う名称 に している。四注

式系三角断面平入横穴墓とされるものである。
②

玄室中央部に径約 6 0cm 深さ約 8 clllの 穴が

あった。壁は風化が著 しいとはいえないが
,

ノミ痕が残っていなく,丁寧な作りのもので

ある。

艶:|
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図 1 横穴 (× 印)周辺図



各部分の規模は次のとおりである。

o玄室 奥壁約 2 4 0cm  北側側壁約 2 2 0cm

高さ約 2 2 5cm

O羨道 玄室側幅約 8 5cm

黒鳥横穴は,遺跡台帳では稲葉横穴 が所在 している部分に位置するものとされている。また
,

この横穴が消滅したとの記載はないことより同一横穴であることが考えられるが,確認すること

が出来なかった。 しかし,周辺には, 1基 しか明確な横穴は確認出来ないこと,位置的に離れて

いるもののこれらの横穴が一つの纏 りとして考えられ
鍵予

とにより,今回調査を実施した横穴を

「遺跡目録」の名称を使用し,黒鳥 2号横穴と称することとする。

黒鳥 2号横穴が所在する丘陵頂部には大 日さん古墳 (方墳 15m。 高さ 12m半壊), 大日さ

ん五輪塔が所在 し,現在も同様墓地として使用されている。

集落llLも 近 くに所在するが,横穴の形成時に関連する時期のものについては現在不明確である。

安来市には現在 90ケ所の横穴・横穴群が確認されている。 しかし,分布調査が不十分であり,

各横穴について形態 。時期等について明解にはなっていないのが現状である。

図 2 横穴 分布 図
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安 来 市 の 横 穴 一 覧 表

需 横 穴 名 所 在 地 備 考 彗鍔 横 穴 名 所 在 地 備 考

1 平横穴群 島 田 地 区 旧島根県史 4巻 日仮屋横穴 能 義 地 区

2 穴神さん横穴 島根大学論集8号 塚下横穴 宇賀荘地区

3 塚根山横穴群 系三 角断 面 平入 半畑横穴

4 嵩横穴 片ひら山横穴群

目廻横穴群 奥山田横穴群

6 赤崎山横穴 能 義 地 区 丸天丼 飯生崎横穴

7 岩崎宅横穴 島 田 地 区 丸天丼 小林横穴

黒鳥横穴群 素三角断面平入 2基 寺谷横穴群

米垣山横穴 文珠山横穴

山の谷横穴群 安 来 地 区 中垣横穴

堤谷横穴群 ししが鼻横穴 吉 田 地 区

乗相院裏山横穴群 鳥木横穴 大 塚 地 区

源三谷横穴 善福寺横穴

飯島山横穴群 八脇谷横穴

武嶺山横穴群 赤 江 地 区 東丸山横穴群

日白横穴群 荒 島 地 区 八幡宮横穴

元さぎの湯病院横穴 飯 梨 地 区 丸山横穴

かわらけ谷横穴群 西辺横穴 宇賀荘地区 2基

西から谷横穴群 鍵尾横穴

東から谷横穴群 和田横穴 島 田 地 区

上ノ谷横穴群 能 義 地 区 中山横穴 宇賀荘地区

矢田横穴群 調査報告書第 1集 桑原横穴

岩隅横穴群 清瀬横穴

宮谷横穴群 田頼横穴群 飯 梨 地 区

八幡山横穴群 神納横穴 大 塚 地 区

飯生八幡裏横穴 ひるまば横穴

めらざこ横穴群 杉戸横穴 宇賀荘地区

えぐり谷横穴群 茶屋横穴 大 塚 地 区

祝谷横穴群 真ケ崎横穴 宇賀荘地区

長江山横穴群 長谷津谷横穴群 能 義 地 区

大平横穴群 叶谷横穴 宇賀荘地区

西宮谷横穴群 武嶺山横穴 赤 江 地 区

束宮谷横穴群 うそ谷横穴群 安 来 地 区

古寺谷横穴群 びわ谷横穴群 赤 江 地 区

金堀谷横穴群 安養寺横穴 能 義 地 区

御崎谷横穴群 船山横穴

築山横穴群

天神山横穴 佐久保山横穴群 島 田 地 区

おさき谷横穴群 宇賀荘地区 大荒神第 2横穴群 能 義 地 区

赤崎横穴群 島 田 地 区 大荒神第 3横穴群

大荒神横穴群 能 義 地 区 叶谷横穴 宇賀荘地区

逃谷横穴群 87 五反田横穴 島 田 地 区

日御崎谷横穴群 嵩横穴

中尾奥横穴 89 坊主山横穴 能 義 地 区 四注武添整正平入

45 大高丸横穴群 高広遺跡 島 田 地 区
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Ⅲ章 黒鳥 2号横穴の調査について

1.調査概吾
横穴は玄室の北側奥壁角部分が複線化工事により,縦約 lm。 横約 5 0 clllの 楕円型の穴が空き

横穴が所在することが確認された。工事により羨道部・ 奥壁の穴の空いた部分だけが破損してお

り,横穴は古墳時代に埋葬された状態に近いものと考えられる。

発掘調査は,前庭部の追葬時における痕跡の観察をすべく,前庭部より開始した。前庭部の中

央部と考えられる部分の南側を羨道部より約 8 0 cmの所まで完掘 し,土層を記録した。続いて
,

羨道部より約 8 0cmの 部分まで前庭部を完掘し,羨 門に平行の上層を記録 した。その後 ,再 び南

側の羨道部を完掘した。羨道部内部の上層は明確に分けることが出来なか った。玄室の人骨の実

測は鳥取大学医学部解剖学第 2教室井上貴央氏にお願いした。

2.横 穴について

横穴は ,玄室・ 羨道部 。前庭部から構成されている。以下,左記の順に記す。

玄  室

玄室の平面形は長方形を呈する。壁部には凹凸があり,特に奥壁には幅約 1 0 cmの 削痕が著しく

残されており,横穴の調製は丁寧とはいえない。形態は,天丼と壁に界線がないものであり,四

注式系三角形断面平入横穴
衰計

されるものである。床面には須恵恭屍床が施されている。この須

恵器屍床は大甕胴部と考えられるが, 1片 を除いて外面のタタキロを表に向けていた。また床面

には,横穴形成時に出たと考え られる岩盤の小破片が片付けられておらず,須恵器屍床はその上

にあった。

表 道 部

羨道部は ドーム状の二重構
咤第

呈する。平面形は玄室側に広くなるものである。閉塞施設に伴

うものとして,羨 門部に長さ 7 8 clll,幅約 2 0cm,深 さ 5 cIIlを 測る溝が施こされていた。

前 庭 部

前庭部の平面形は台形を呈する。この部分は約 46度の傾斜を呈する丘陵斜面を前庭部床面よ

り約 2 9 8 clll上 の標高約 9.34mの 部分より下方向へ削り出して形成されている。特に玄室が形

成され ,羨道が穿たれる壁面 ,こ の部分は平面的には台形,断面は緩やかな弧状を呈す。意図的

にそのようなものに形成されたと考えられ,こ こでは「墓壁」と仮称 したい。

各部分の規模は次のとおりである。

o玄室一奥行約 1 5 5 clll。 幅約 2 3 5 clll。 高さ約 1 7 4 clll

o羨道部一長さ約 1 9 5 clll・ 幅 (前庭部側)9 5 clll,(玄 室側)8 5cm。 高さ約 7 4cm
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。前庭部―長さ約 2 2 5cm・ 幅 (羨道部)1 3 5cm。 2 1 5cm

5。 前庭部・ 表道部の上層 について

前庭部の上層は不自然な状態を示す。これは,最終の閉塞に伴い ,上を使用 して行なったこ

とをものがたるものと考えられる。

追葬の痕跡を示す土層には� o�層がある。�層部は羨道部に近づくにつれて低 くなっており,

羨道部より約 6 5cmの前庭部分が最も高 くなっている。この�層は一回目の埋葬時に閉塞の関係

で置かれた土層と考えられる。それが, 2回 目の埋葬に伴い ,�層の状態となったものと考え

られる。Xll層 は 2回 目の埋葬時に置かれ,3回 目の埋葬に伴い�層は中央部が切られたと考え

られる。前庭部より出上 した横瓶は�層直上より出上 し,蓋はXll層 の上層中より出上 した。この

ことより,こ れ らの上器類は 3回 目の埋葬に伴うものと考えられる。

閉塞に関係する土層としては,�層より上層が考えられる。 この層については小動物の墓と考

えられ,横穴には関係のないものと考えられる。羨道内には�層が羨道中央部まで至っていた。

横穴の最後の閉寒については,上を使用 した閉塞であったと考えられる。

4.人 骨 について

玄室内部に検出された 3体の人骨について,埋葬順序により1・ 2・ 3号人骨と称することに

する。詳細については別項にゆずる。

1号人骨

1号人骨は奥壁側に南北方向に安置されて,頭部を北に向けられていた。この人骨の頭蓋の一

部には,赤色顔料が認められた。

2号人骨

2号人骨は南側側壁に沿 って安置されており,頭を式に置かれていた。この骨の位置は二次的

なものである。この人骨の一部が須恵器屍床上にあった。

3号人骨

3号人骨は須恵器屍床に東西方向に安置され,頭部は東を向けられていた。

5。 遺物の出土状態について

この横穴は,前記 したとおり, 2回 目の追葬時の状態がほば完全に横穴内に保存されている。

また,鉄器の保存状態も良く,人骨等との関係について以下述べたい。

玄室から検出された 3体 の人骨の周辺には,蓋杯等が置かれていた。

1号人骨に伴 うと考え られる蓋杯は,頭蓋骨を換むように,□縁部を床面に伏せ,左に蓋 ,

I
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―

右に郭が置かれていた。 (図 5-1・ 2)蓋と杯は約 3 0cm離 されて置かれてお り,枕 としての

使用は考えられない。それは,蓋が伏せ られていた床面よ り幼児の歯が検 出されたことか らもい

えよう。 このことについての詳細は別項にゆずる。 また,左右上腕骨に接 して刀子を検 出 したむ

(図 8-2・ 3)

2号人骨に伴 うと考 え られ る蓋杯は ,人骨の下にな ってお り,回縁部を床面に伏せ ,羨道恨1

に蓋・ 奥壁側に杯が置かれていた。 (図 5-3・ 4)こ の土器の位置については,人骨が二次的

位置であることよ り,二次的なものと考え られる。

3号人骨に 伴 うと考 え られ る蓋罫 は,頭蓋骨の南側に蓋 。郷 と置かれていた。 (図 5-5。

6)こ の人骨の北側に,切先を羨道部に向けた大刀が置かれていた。 (図 8-1)ま た ,大 刀の

切先の南側より鉄片を検出 した。

玄室の北西角部は埋葬に使用され なか った部分と考えられ ,短頸壷・ 平瓶 。小形の高杯 が置か

れていた。 (図 6-1・ 2・ 3)高邦 は口縁部を床面に伏せて置かれていた。 これ らの上器はや

や傾いた状態で 出上 している。 しか し,発掘調査時に,こ の部分には剥落 した天丼部が乗 ってい

たことよ り,こ の傾 きが埋葬時のものであるとは断定出来ない。また ,高都 の南側と,短頸壷の

東側よ り鉄鏃を検出 した。  (図 8-4・ 5)

羨門部よ り,前記のとお り,横瓶が出上 している。 この横瓶 には ,高年 が逆 さにされ乗せ られ

ていた。 (図 7-1・ 2)す ぐ北側の前庭部か らは ,蓋が出上 している。前庭部の X層 よ りは
,

2個体分の邪 。甕 (口 縁部片),大形甕 (口 縁部片)が出土 している。

出土遺物は次のとお りである。

短頸壷 1・ 平瓶 1)

。大刀 1振 。鉄片 1個 )

須恵器 (横瓶 1・ 高郭 1・ 蓋 1・ 邦片 2個体 。甕口縁部片 。大形甕回縁部片)

Ⅳ章 遺 物 に つ い て

須恵器

蓋 (区 5-1・ 3・ 5・ 7)

1号人骨に伴 うと考え られ る (1)は ,日縁径 1 3 7 clll,器 高 4 5 clllを 測る。約 1/3の 範囲

がヘラケズ リを施されている。 ロクロの回転は時計方向である。天丼部と体部は沈線で画されて

いる。内面□縁部にも沈線が絶されている。灰色を呈する完形土器である。 2号 人骨 に伴 うと

考えられる (3)は ,□ 縁径 12.6 cm,器高 4 4 clllを測る。ヘラケズ リは施されず,天丼部と口

玄室  須恵器 (蓋郭 3組・ 高邦 1・

鉄 器 (刀子 2口・ 鉄鏃 2個

羨道及び前庭部
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「

縁部の間に 1.2 cmの浅いくばみが出来るものである。□縁端部が部分的に剥離されている。その

部分は手擦れであろうか,磨滅が著 しい。暗青灰色を呈する日縁部を約 3 clll欠 く土器である。 3

号人骨に伴 うと考え られ る (5)は ,国 縁部 1 2 3 clll,器 高 4.l cmを 測る。ヘラケズ リは施こ

されず,天丼部と口縁部の間に極く浅いくばみの出来るものである。暗青灰色を呈する完形土器

である。前庭部より出した (7)は ,日縁部 1 2 3 clll,器 高 4 1 clllを 測る。ヘラケズ リは施され

ず ,天丼部と□縁部の間に極く浅いくばみが出来るものである。この土器は (5)の上器と酷似

している。暗青灰色を呈する完形土器である。

杯 (図 5-2・ 4・ 6)

1号人骨に伴 うと考え られ る (2)は ,□縁径 11.7捌 ,器高 4 1cmを 測る。約 1/3の 範囲

がヘラケズ リを施されている。 ロクロの回転は時計回りである。受部がやや上向き形態で,灰色

を呈する完形土器である。 2号人骨に伴 うと考え られ る (4)は ,□ 縁径 1 0 8 clll,器 高 37

cllを 測る。ヘラケズ リは施されず,体部が浅いくばみとなっている。内面底部には仕上ナデが施

されている。国縁端部は蓋 (3)と 同様に意図的に剰離されている。その部分の磨滅は蓋に較べ

著 しくない。暗青灰色を呈する土器である。 3号人骨に伴 うと考え られ る (6)は ,□縁径

1 0 8 clll,器 高 3.6 cmを 測る。ヘラケズ リは施されず,体部はゆるやかに外反する。受部は,や

や上向きで端部は肥厚する形態である。内面底部には仕上ナデが施されている。暗青灰色を呈す

る完形土器である。

玄室出土の上器 (図 6-1・ 2・ 3)

玄室に置かれていた短頸壷 (1)は ,国 縁径約 9 clll,器 高約 1 0 1cmを 測る。平底のものであ

り,底部より約 3 cmの 範囲でヘラケズ リが施されている。 ロクロの回転は時計回りである。□縁

端は全周打ち欠かれている。その部分の磨滅は著 しくない。同じく,平瓶 (2)は ,□縁径 8.3

cn,器高 1 6 cIIlを 測る。平底であり,底部より約 2 clllの 範囲でヘラケズ リが施されている。ロク

ロの回転は時計回りである。肩部に円形の耳を 2個施 してある。□縁部は体部に乗せるように接

合 している完形土器である。同じく,小形の高lTh(3)は ,日縁径 1 0 clll,脚 径 6 1 clll・ 器高

7 6 clllを 測る。暗青灰色を呈する完形土器である。

表道部出土の上器 (区 7-1・ 2)

羨道部に置かれていた高lTh(1)は ,日 縁径 17.5 clll,脚径 12.5 cm,器 高 12.7 clllを 測る。年部は緩

や力Wこ 内湾する。脚部には,3本の沈線,3つの長方形の透しが施されている。青灰色を呈する完形土

器である。同じく,横瓶 (2)は ,□縁径 1 1 5 clll,器 高 2 7 8 clll,胴 部長 3 8 5 clll,胴 部幅

2 3 clllを 測る。部分的に焼成の不良な所がある完形土器である。

前庭部出上の上器 (図 7-3・ 4)

前庭部 X層 より出土甕 (3)は ,□縁径 15.5 clll(推 定)を測る。同じく,大形甕 (4)は ,
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□縁径 51.2 clll(推定)を 測る。 4本が一組と考えられる沈線が上下 2ケ 所に施こされ ,間に 8

条の工具で波状文を施されている。

鉄器 (図 8--1・ 2・ 3・ 4・ 5・ 6)

太刀 (図 8-1)は ,長 さ 8 5 2 clll,幅 4 cm,厚さ 0 7 clllを 測り,重 さは 7502(鍔 を合む)

を量る。切先はtlT切 先 ,刃 区と棟区が切確なもので,平造りの,直刀である。 日釘穴の部分で欠

失 している。鍔は卵形を呈する。刃身部には,木質の付着が認められる。

1              5

:

く煮ミ:三三:三]言言:::;;;;〕
Ⅲ「'4

♀._II   PCm

図 5 蓋・ 杯実測図
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刀子 (図 8-2・ 3)

(2)は ,錆の為に形態等を明確にすることが出来ない。13)は ,刃 部長さ 5,l cm,切 先は刃部の側

にある。

鉄鏃 (凶 8-4・ 5)

側は,斧箭長根
我3鉄

鉄と考えられる。長さ11釦を測る。Dは ,平造切刀柳葉
莞ρ

鉄鏃であ

る。長さ 14.2 clllを 測り,重 さ 192を 量る。

鉄刀

鉄片 (図 8-6)は ,長 さ 8 clll,幅 1.5 clll,厚 さ 0 3 clllを 測る。刀の残片と考えられる。

?11_l   PCm

図 6 玄室 出上 の 上器

-9-



「

0               10cm

図7 羨道部 。前庭部出上の土器
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V章 ま と

ここにおいては,人骨のことも合め,黒鳥 2号横穴の発掘調査により明確になったことについ

て記す。

① 蓋杯の編年について

各人骨の周辺に置かれていた蓋部 は, 1号人骨の頭蓋のものが,2・ 3号人骨のものに対 して
,

ヘラケズ リによる整形 ,蓋については,天丼部と口縁部を画する沈線等古い特徴を有 している。

しかし,こ れらの土器は大きな時間的差はなく,山本清氏の編
集デ

は蓋郷の第 5式と第 6式であ

り,いずれも第Ⅳ期に該当し,古墳時代後期後半に属するものと考えられる。

② その他の遺物について

羨門部及び前庭部に置かれていた ,蓋・ 横瓶・ 高郭は,3号人骨が被葬者の時のものと考える。

玄室内の短頸壷・ 平瓶・ 高添及び鉄鏃は,いずれの被装者の埋葬時のものか明確でない。

③ 人骨について

1号人骨の頭蓋に赤色顔料が塗られていたが,一部の骨 しか動かされておらず,再葬あるいは

改葬とは考えられない。 2・ 3号人骨は ,病的状態を示す。詳細は別項にゆずる。

め

④ 蓋の下より出上 した幼児の歯について

検出された歯は当初 ,爪 と考えられていた。

代の葬送儀礼に幼児の体の一部を使用した こと

このような状態で歯が検出されたことは,古墳時

も考えられる。今後の類例を待ちたい。

⑤ 須恵器屍床について

須恵器屍床のもうけられている横穴は,島根県においては,松江市十王免 19・ 27・ 37号

曇魯亀馨ζ再二菖萱 子曽亀負去登長[手筵 槍吊

瓢 谷 10・ H号 横
義♂

7基が知られている。

己部片のみ使用している。また,外面のタタキロ

を意図的に表にしている。この屍床をもうけられた被葬者は 2号人骨と考えられる。

③ 黒鳥 2号横穴の形成について

黒鳥 2号横穴の形成について詳細にみると,墓壁 ,前庭部の形成,そのつぎの羨道,玄室の形

成の二つの行程があると考えられる。前者の行程は集団でも可能なものであり,後者は個人的な

ものであるとこの横穴は,傾斜約 46度の堆石岩を削り形成されている。その削り出された前庭

・羨道・玄室の体積は約 lα 33堤
簾

あ
£
。この横穴が穿たれた堆積岩の比重を ■75る とする

と,こ の横穴の形成のため,削 り出された岩石の重量は約 18↓ である。
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【註 】

①

②

山本清氏より稲葉横穴実測図をいただいた。 この図面に記されている横穴は現在 ,前庭部及

び羨道部の一部を削られているが調査を実施された横穴が現存することを確認した。記 して

感謝する。

門脇俊彦「山陰地方横穴墓序説一特に四注式系横穴墓の分布と時期について」『古文化談叢』

第 7集  九州古文化研究会 1980年

③

　

　

④

⑤

　

⑥

山本清氏のご教示を得た。

発掘調査方法について,山 陰考古学研究所大村俊夫氏 。

ご教示を得た。

門脇俊彦 (前掲書)

陰田遺跡発掘調査団杉谷愛象氏等の

島根県教育委員会『島根県埋蔵文化財調査報告書Ⅶ』 40頁   1977年

この形態については,用語の不統一が目立つようである。現状においては,二重構造の羨道と

するのが最も妥当と考える。

⑦ 後藤守一「上古時代鉄鏃の年代研究」『人類学雑誌』 54巻 4号  1939年

③ 山本清「山陰の須恵器」『山陰古墳文化の研究』  1971年

③ 岡崎雄二郎「十王免横穴」『八雲立つ風上記の丘周辺の文化財』島根県教育委員会

1975年                      ‐

⑩ 上に同じ

⑪ 前掲書 ⑥

⑫ 体積計算は川中聡君にお願いしたЬ記して感謝する。計算方法は1/20の 凶面を単純な図形に

なるように分けぇ体積計算の総和として求めた。

① 黒鳥 2号横穴が所在する丘陵の堆積岩の比重については,安来高等学校・ 荒木滋氏に計測 し

ていただいた。記 して感謝する。計測は 4つ の堆積岩のサンプルを使用した。小さなものほ

ど乾燥 しており,比重は軽か った。 2,920夕 のものが比重 1,759,数 値を示 したため
,

その値を使用しこ。 4つのサンプルはいずれも堆積岩の値の範囲にあるものである。
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文化 財 愛護 シ ンボ ル マ ーク

〔曼乳詠演箋異畳基良是〕

文化財愛護のマークについて

このマークは文化財愛護 シンボルマークです。これは,昭和 41年 5月 ,文化庁

の前身である当時の文化財保護委員会が ,文化財愛護の運動を推進するためのシン

ボルマークを全国から公募 し,応募者多数の中から選ばれたものであります。

る尋寝写そ五3:子 3嗚きなな雰懸獄?を1詈琵,三操捧鼻を憂査客房票云雇尋ほ写

組物のイメージを表わし,こ れを三つ重ねることにより,文化財という民族の遺産

を ,過去,現在,未来にわたり,永遠に伝承 していこうというものです。 (季刊文

化財 第27号  P8 島根県文化財愛護協会)



黒鳥 2号横穴の人骨について

鳥取大学医学部解剖学第2教室
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鳥取大学医学部法医学教室
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1. は  じ め  に

黒鳥 2号横穴は,島根県安来市黒鳥に位置する古墳時代後期の横穴墓であるが,こ こから3体

の人骨が検出された。山陰地方の横穴墓は概して骨の保存状態が悪いが,今回検出された人骨は
,

比較的骨の保存状態が良好であって,骨の散布状況から埋葬の順序を明らかにすることができた。

また,こ こより検出された人骨は,数種の病的状態を伴なっており,古病理学的にも興味深いも

のがある。骨の病的状態については,さ らに検討を重ねる余地が残されているが,と りあえず ,

出土状況や出土人骨についての記載をおこない,こ こに報告するものである。

2.人 骨の検 出状況

人骨の検出状況を図にした。羨道か らみて正面に一体が埋葬されており,頭部を北に下肢を南

に向けていた。これを 1号人骨と呼ぶことにする。羨道を入って玄室の右手に,頭部を東に向け

て, 2体 が東西方向に並列して存在 していたが,玄室の南側の側壁に近いものを 2号人骨 ,他の

1つ の玄室中央寄りの人骨を 3号人骨とした。

本横穴の発見当時 ,玄室床の一部は,側壁よりくずれた土砂で埋没していた。 くずれた土砂が

人骨を被うと,骨が破損されるばかりでなく,人骨の探存状況もきわめて悪 くなり,ま た骨の検

出も困難になる。慎重に土砂を除去した結果,幸いにも,土砂に被われていた大部分の場所には
,

人骨は存在せず, 3号人骨の下肢部が土砂に埋 もれているにすぎなかった。 2号 。3号人骨の下

には,須恵器の破片が敷かれていたが,大部分の破片は 3号人骨の下に存在 していた。また, 3

号人骨の左側には,大 刀が, 1号人骨の左右上腕骨に沿って刀子が置かれていた。 1号人骨は
,

頭部に蓋罫を伴 っており,2号人骨,3号人骨については近傍に蓋杯が認められた。

1号人骨は,頭蓋に赤色顔料の付着が認められたが,骨の配列に乱れはほとんど認められない。

2号人骨は,骨の配列に乱れが認められ,死後 ,骨 になった段階で,骨が動かされている。 3号

人骨については,骨の配列の乱れは,ほ とんど認められない。

5.検 出人骨の記載

1)1号人骨

頭部を北,下肢を南に向け,伸展仰臥位で安置されていたものである。骨の残 り具合はきわめ

て不良である。頭蓋では,頭蓋冠片と左右の錐体 ,下顎骨の右半分の一部,上顎部の一部が検出

されたのみである。上下顎骨には一部の歯が釘植 していた。上顎歯では,右中切歯 ,右側切歯 ,

右犬歯,右第 1小日歯 ,右第 1第 2第 3大国歯が認められた。歯の咬耗は,あ まりすすんでおら
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ず ,�隣tn分類の 1～ 2度である。頭蓋の一部には赤色の顔料の付着が認められる。この顔料は

上顎骨前面,上顎歯 ,下顎歯の外側面 ,頭蓋冠の外面に,点状～斑状に付着しており,頭蓋の内

部には顔料の付着は認められない。この顔料は,後述する四肢骨には付着が認められない。おそ

らく,死後,骨に化した段階で,赤色顔料を ,顔面や頭蓋に塗ったものと考えられる。上肢骨で

は,左右上腕骨が検出されたが,両端を欠 く,下肢骨では,左右大腿骨が認められたが,右側は

両端を欠き,左側は近位端を欠く,左右大腿骨の内側には〃,骨片と思われるものがあり,一部の

骨は動かされていることを示している。左睡骨は近位端か ら骨体部にかけて存在するが,こ れは
,

3号人骨の頭蓋骨の下に位置している。 1号人骨の年令は壮年前半と推定されるが,性別につい

ては特定 しがたい。骨の保存が悪いため,身長推定も不可能である。

2)2号 人骨

頭部は東に位置 し,下肢は西を向く。骨は後述するように動かされているため,埋葬時の状況

については推定 しがたいが,おそらく,伸展位をとっていたものと思われる。骨の保存状態は
,

本横穴から検出された 3体 のうちで一番良好である。頭蓋骨は,前頭部,頭頂部,後頭部,右側

頭部,左側頭部の一部を欠く。このため,頭部の概形,三主縫合の状態は検討することができな

い。蝶形骨はほぼ完存 しており,側頭骨では左狽1頭骨は鱗部を欠くが他は存在 している。右側頭

骨は,錐体のみが遊離して検出されている。左乳様突起はよく発達し,表面は粗造である。後頭

骨は,後頭鱗の大部分を欠き,底部から外狽1部にかけて残存 している。大後頭孔は,前 部のみ認

められ,後頭顆は左側は認められるが,右側は欠損 している。頼骨は両側ともに欠損 している。

回蓋骨は,上部が欠損している。骨□蓋縫合をみると,切歯縫合は,外狽1部で癒合が進んでいる

が,内側部では消失を認めない。横口蓋縫合は,外側部で縫合の消失を認める。正中□蓋縫合□

蓋骨部では,全長にわたって縫合の消失は認められない。前鼻□は上部に欠損があり全形は不明

であるが,鼻幅は中程度である。前鼻幅は前方によく突出している。上顎骨の前反は著明ではな

い。上顎には歯が釘植 しているが,切歯と左犬歯は死後脱落して歯槽が開いている。歯槽縁の退

縮は全体として著明でないが,左第 2小日歯の前方から左第 2大 日歯にかけての頼側歯槽縁には

退縮が認められ ,歯槽縁は肥厚 している。この所見は,左上顎第 1,第 2大 日歯部の歯槽膿漏を

示唆する所見である。下顎骨はほぼ完存 しているが,左関節突起,左節突起を欠 く。骨体部は重

厚で,オ トガイ結節 ,咬筋粗面はよく発達 している。下顎角は ,わ ずかに外反する。歯は,ほ と

んど歯槽に釘植 しているが,左中切歯,左側切歯は歯頸部で死後破損を受けており歯冠は認めら

れない。その他の歯の第 3大 臼歯まですべて認められる。歯の咬耗はあまりすすんでおらず ,

Marth分類の 1～ 2度である。下顎の左右第 1第 2大 日歯は,頼側で咬耗がすすんでいる。また

上下顎歯を比較すると,右側大国歯で,上顎歯のほうが咬耗が進んでいるのが特徴的である。
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体幹の部分では,肋骨片多数と,頸椎 ,胸椎 ,腰椎が散布 して認められた。肩甲骨は,左右と

も椎骨や肋骨の上位に重なって検出され,ま た椎骨の大部分は,肋骨より上位に認められる。椎

骨の肋骨は,不規則に散布 しており,椎 骨も順不同に散布 している。南側側壁寄りには,肋骨の

下に右上腕骨が認められ,肩 甲骨 ,肋骨,椎骨 ,上腕骨の重なり具合からみると,す見,腹臥位で

埋葬されているような印象をうける。 しかし,右尺骨が,肋骨や椎骨の北に認められるので,死

後骨が動かされていると考えざるをえない。肩甲骨は,右が関節寓,肩峰基底部,外側縁だけを

残 し,左は肩峰の基底部から肩甲棘にかけて残存する。右肩甲骨の関節寓の外縁の背側面寄 りに
,

縁の磨耗,肥厚が認められ,関節寓の外縁は丸くなってお り,看関箱の病変を疑われる。椎骨は

全般的に椎体の扁平なものが多く,なかには楔状脊椎の形態を示すものもある。椎骨にも何らか

の病的状態を反映しているものと恩われるが,病因を特定しがたい。上腕骨では,右上腕骨の近

位～骨体にかけての部分を認め ,遠位端を欠く。左上腕骨は細片化しており,わずかに遠端位が

同定できるにすぎない。他に右機骨が検出されているが,遠端位を欠く。骨盤及び下肢では,左

寛骨の一部が南側側壁寄りに,右寛骨の一部が北側に認められた。左右とも恥骨 ,腸骨を欠き
,

右寛骨ではさらに坐骨を欠 く。恥骨を欠 くため,恥骨下角は計測できないが,骨盤上国の形態は
,

明らかに男性型を示 している。下肢骨の配列も乱れが認められ,骨は移動されている。すなわち,

南側側壁寄りから,右大腿骨 ,左大腿骨 ,左睡骨,右睡骨と 4本 の長骨が平行に並んで認められ

た。いずれも近位端は寛骨のほうを向いており,自 然の状態では ,こ のような配列をとるとは考

えがたい。

大腿骨は,左右ともほぼ完存 しているが,右 大腿骨外側上顆 ,右大腿骨骨頭を欠 く。右大腿骨

は,最大長が 4 5 7cmあ るが,骨体中央周は 951111で ,長 さに比 して細い。右大腿骨は,前捻が

非常に強く,捻転角は約 60度 ある。左大腿骨は,骨頭を欠くため,捻転角を計測しえないが,残

存する頸部の様子か らみて,捻転角は正常銅囲にあるものと考えられる。すなわち,本側の右大

腿骨は,異常な病的所見を示し,右狽1の過前捻転角症候群と考えられる。大腿骨の殿筋粗面は
,

左右ともによ く発達している。睡骨は,左右とも遠位端を欠き,こ れからは骨長を測定できない。

2号人骨は,歯の咬耗,縫合の状態からみて ,年齢は壮年後半であると推定され ,性別は男性

であると推定される。右大腿骨最大長から推定 した身長は,Pearson式で 1 6 7caと 推定される

が,右大腿骨に病的所見を伴なうため確定的ではない。

3)3号 人骨

2号人骨と並行に頭を東側に,下肢を西に向けて伸展仰臥位で埋葬されていたものである。骨

の保存は概 して不良であるが,骨の配列に乱れは認められない。頭蓋骨は細かく破損 してお り,

頭部の概形を知ることはできない。頭蓋冠は薄く,検出された錐体も全体的に小さい。乳様突起
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は,欠損 しており,発達具合は不明である。上顎歯はすべて遊離歯として検出されたが,破損し

ているものが多い。上顎歯としては,左中切歯,左側切歯 ,左犬歯,左右第 1第 2小日歯,左右

第1,第 2大 日歯が認められた。下顎骨は,ほ ば完存した形で認められたが,右の筋突起 ,関節突

起を欠く。下顎体は高 く,オ トガイ結節 もよく発達している。右下顎角は,わ ずかに外反する。

咬筋粗面は平坦である。体幹の部分には,肋骨片が小量と,椎骨が認められた。いずれも保存状

態は不良で骨はきわめて脆弱である。

椎骨は ,頸椎 ,胸椎,腰椎が認められたが,椎体は非常にもろく,椎体骨には骨棘の形成が認

められる。これらの所見は,骨粗顆症 ,変形性脊椎症の所見である。上肢では,左右鎖骨 ,左上

腕骨 ,左機骨の近位端から骨体にかけての部分,右上腕骨の遠位端が認められた。このうち,左

上腕骨はほぼ完形で,骨最大長は 27.7 cmで あった。下肢では左右大腿骨 ,左睡骨が認められた

が,いずれも骨端部が破損欠損 していた。大腿骨の殿筋粗面は,骨表面が風化しているため不明

であるが,粗線は中程度に発達する。左右を比較すると,右 のほうが左よりも粗線の発達が良い。

3号人骨は歯の咬耗からみて,熟年と推定され,検 出された骨を総合的にみると,女性骨であ

る可能性が強いが,確言できない。左上腕骨最大長から推定した身長は,P earSOn式で 1 4 8 clll

である。

4。 1号人骨に伴なう蓋の下よ り検 出された歯牙について

1号人骨の頭部の右側の蓋の下より2点の歯が検出された。一点は,右下顎第 1乳日歯の歯冠

であり,一点は上顎切歯の一部である。いずれも黒色を呈するが,こ れはマンガン鉱物による汚

染であると考えられる。右下顎第 1乳日歯は歯冠部のみ認められ歯根を欠く。歯根が風化により

癒解 した可能性も否定できないが, 1号人骨の歯は歯根が癒解せずに残 っているので,元来歯根

が未形成であった歯の可能性が強い。このことから,こ の歯は,歯冠が形成されて ,歯根部が未

完成な 1.5～ 25才程度の幼児の歯であると推定される。切歯も歯根部を欠いているが ,破片の

ため詳細については不明である。

5.埋 葬順序とその様式

埋葬順序を考えるうえで , 2号 人骨の分布状況は重要な意味を持 っている。 2号人骨の配列に

ついては,先に記載したが,骨 の一部は,須恵器片の屍床にのっており,骨の頭尾方向の大まか

な位置については ,乱れが認められない。つまり,上肢の骨と下肢の骨が混 じりあうことなく,体

幹の骨は,ほ ぼ予想される位置にあるということである。

2号人骨の検出状況で注意を要するのは ,体幹部における骨の重なり具合である。すなわち
,

生体では前方 (胸側)に ある骨が下位にあって ,そ の上に,後方 (背側)に ある骨が重なるよう
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に存在 していたとい う事実である。 このことは ,一見 ,腹臥位での埋葬を連想させるが ,先述 し

たように,右側の上肢骨が両側か ら検出されてお り,骨が重かされたことを示 してい る。 また
,

骨盤と下肢骨の配列についても前述 したよ うに,骨が動かされていることは明 らかである。以上

の事実を総合的に考えると骨は移動しているといっても,ご く近傍からの移動であり,しかも2

号人骨は,元渫 ,須恵器片の屍床の上に置かれていたものではないかと推定することができる。な

ぜなら,も し3号人骨の埋葬時に須恵器片を敷いたとするならば, 3号人骨の埋葬の際に移動 し

た 2号人骨の下に須恵器片が存在するのは不自然だからである。また, 2号人骨の体幹部の骨の

重なり具合をみると,先に指摘したように背側の骨が上位に重なっているが,こ れは近傍 (屍床

上)に あった 2号人骨を移動する際に,胸側の骨から移動 したとすると,理解できるものと思わ

れる。 2号人骨と 3号人骨とは,と もに埋葬に関して密接な関係にあり, 1号人骨とは区別 して

考えられる。 3号人骨の頭蓋骨の一部が 1号人骨の左睡骨に重なっているので,埋葬順序は, 1

号,2号 , 3号 人骨の順と考えられる。

6。 ま と め

黒鳥 2号横穴より3体の成人人骨と子供の歯牙2点が検出され,検討の結果,以下のように要

約できる。

1)埋葬順序は, 1号 人骨, 2号人骨, 3号人骨の順である。

2)1号 人骨は,性別不明であるが,壮年前半と推定され,頭蓋骨には赤色顔料の付着を認めた。

1号人骨に伴う蓋の下からは,幼児の歯が検出された。

3)2号 人骨は,壮年後半の男性で,身長はP CarSon式で 1 6 7 clllと 推定される。骨は移動され

ており,元来は, 3号人骨の存在する須恵器片の屍床に埋葬されていたものと推察される。骨

には種々の病的状態を伴なっており,歯槽膿漏,右側過前捻転角症候群 ,楔状脊椎が認められ

た。

4)3号 人骨は ,熟年の女性骨である可能性が強く,変形性脊椎症 ,骨粗慈症が認められた。

おわりにあたり,本人骨の調査の機会を与えていただいた安来市教育委員会の各位に感謝の意

をあらわしたい。なかでも永見英氏には,考古学的な立場か ら救々の御教示を賜わり,数回にわ

たる相互検討の結果 ,本稿を完成することができた。鳥取大学医学部解剖学第 1教室 ,山田高明

技官には,骨の取 り土げに際 し,御協力を得た。記 して深謝申し上げる。
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人骨検出状況図



/

1号人骨に伴 なう蓋の下よ り

検出された 2点の歯 ,点線は蓋

の輪廓をあ らわす。

1号人骨 と 3号人骨の重なり

具合。写真左側に 1号人骨の左

右大腿骨 ,上部に 1号人骨の左

睡骨がみえる。 1号人骨の上に

は,3号 人骨の頭蓋骨の一部が

の ってい る。



2号人骨の体幹部分。上腕骨

の上に肋骨 ,肋骨の上に肩甲骨

椎骨が重 なっている。

2号人骨の寛骨 と下肢骨。 4

本の下肢骨の最近端はすべて寛

骨のほうを向いて並べ られてい

る。



記付

脱稿後,頭蓋骨に付着 していた赤色顔料について分析する機会を得たので付記しておきたい。

分析に用いた器機は,x線微小分析装置を装置 した低真空反射電子 モー ド走査型電子顕微鏡 (明

石製作所 WS-300)で ある。この方法による分析は,試料を非破壊的に,ま た炭素等を蒸着す

ることなく観察や分析が可能で ,考古学試料に適したものといえる。赤色顔料の付着した下顎骨

を試料台に載せ,真空度 0.3 TOrr,加 速電圧 15KVで 観察した。

骨表面には,フ ォルクマン管の入口部さなすれ孔が多数認められ,赤色顔料の付着 した部位は
,

反射電子の検出効率が高 く,全体に白くみえる (写真左)。  この物質は,骨の表面のみならず
,

一部の小孔を埋めるようにして存在 していた。このことは,赤色顔料が,自骨化した遺体に塗 ら

れたことを微細形態のうえからも証明するとつの根拠になるかもしれない。この物質の存在する

部分をX線微小分析をおこなってみると,骨に由来するCaと Pの 他 に, Feの著名 な ピークが

認められた (写真右 )。 このことから,赤色顔料は,水銀朱ではなく,ベニガラである可能性が

強いものといえよう。

最後に,分析にあたり御協力をいただいた明石製作所,切石アプリケーションセンター島倉昌

二所長に感謝申し上げる。
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図版 2

前庭部上層 (羨門に対 して直角 )

前庭部土層 (羨 門に平行 )



図版 3

須恵器屍床

玄室内土器出土状態



横瓶 。高年出土状態
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図版 5

刀

1骨人骨に伴うと考えられる蓋郭

2号人骨に伴うと考えられる蓋郭

2号人骨に伴うと考えられる
lrF口縁の宗1離
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3号人骨に伴うと考えられる蓋郭

短顕壷 (玄室出土 )

短頸壷口縁端部

平瓶 (玄室出土 )

▲

平瓶 口縁接合痕跡
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